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観音さまの大慈悲のみこころにそって、 

思いやりの精神のもとにあたたかい医療を提供します。 

 

  

外来診療体制について                               

眼科 

本年 4月より眼科外来の拡充を行いました。 

下記のように月曜から金曜まで診療が行えるようになりまし

た。 

月曜日 火曜日 午前 午後 

水曜日 木曜日 金曜日 午前 

予約が無くても受診できます。 

目の症状でお困りの方はどうぞご相談ください。 

また、台東区の眼科健診もお受けできる体制となりました。 

 

内科 

本年 4月以降、協力医療機関より新しい先生にお越しいた

だき診療を行っております。 

 
 
 

三井記念病院 循環器内科 田中徹先生 火曜日午前 

膠原病リウマチ内科 鈴木暁岳先生  

土曜日（１、３週）午後 

心臓血管研究所

付属病院 

心臓血管外科 佐々木健一先生  

木曜日（１、３、５週）午後 

病状に応じ、協力医療機関と連携し診療を行っております。何かございましたらご相談ください。 

 

第 4回台東区緊急医療救護所訓練の実施                                     

この度、平成 29年 6月 10日土曜日 16時 30分より、浅草寺病院前にて台東区主催で緊急医療救護所の設置訓練を行

いました。医師会、歯科医師会、薬剤師会、柔道整復師会そして近隣の病院の先生や看護師、消防署、観光連盟、町会の

方々など多くの方にお集まりいただき、病院前救護所の設置からトリアージ、院内搬送の訓練を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

大腸ポリープについて                           外科部長  崔 勝隆  

大腸の病気で、比較的多いものに大腸ポリープがあります。以前より増加傾向にありましたが、近年ますます増えています。日

本人の食生活が、肉や脂肪が多く食物繊維の少ない欧米型食生活に変化したのが原因と考えられています。大腸ポリープは

大腸の内側の粘膜という膜が変化し、こぶの様に盛り上がってできあがります。細かくわけると、腺腫（せんしゅ）と過形成（かけい

せい）に分類され、この中で腺腫はがんのリスクが高いと考えられています。大きくなればなるほど悪性になる確率は高く、2ｃｍ

を超えると 1/2 の確率でがんがあるというデータもあります。できやすい場所は、直腸（40％）、次いでＳ状結腸（30％）と肛門に

近い場所から発生することが多く、この部位で全体の 70％を占めます。ポリープは症状がほとんど無いために、実際に検査をし

てみないと分かりません。集団検診や人間ドックでは、便に血が混じっているか（便潜血検査）を調べます。便潜血陽性の場合

や症状がある時には大腸内視鏡検査を行います。内視鏡検査が有効なのは、観察をして診断をつけながらその場で治療が可

能なことです。一般的には 2ｃｍ以下の大きさであれば、内視鏡で安全に切除が可能です。また、切除したものを病理検査を行

う事により、確実に診断できます。中には病理検査でがん細胞が見つかり、早期発見早期治療に繋がることもあります。大腸が

ん検診は、有用性が証明されており、陽性の場合内視鏡検査を行う事により大腸がんの発生率、または大腸がんによる死亡率

を減少させると考えられております。検診以外でも下血などの症状がある場合、早めに医師に相談する事が重要です。 

ホルター心電図検査とは？                             検査科 

ホルター心電図とは、24時間心電図を記録して心臓の状態を調べる検査です。 

日常生活に動悸、めまい、胸痛などを感じ、不整脈や狭心症などの心臓病が疑われる場合に 

使用されます。不整脈や狭心症は、通常の心電図検査のように短時間の検査では発見でき 

ないこともしばしばあります。そんなときにホルター心電図を使うと、有力な情報が得られます。 

ホルター心電図は、シール式の電極を胸に貼り付け、携帯型の小型心電図記録器を腰の辺りに固定して一日（原則として 24

時間）過ごしていただきます。運動中や睡眠中の心電図も有力な情報になりますので、記録中は通常の日常生活を送っていた

だきます。食事、服薬などを含めて普段通りお過ごしください。ただ装着中は入浴できません。色々な行動の心電図をみるた

め、装着中は簡単な行動記録メモを付けていただきます。もし何らかの自覚症状（胸痛・動悸・めまいなど）が出現したらその内

容と時刻を記録していただきます。翌日再び来院していただき装置を取り外し、これをコンピュータで解析して診断します。 

当院では、昨年より装置が新しくなり小型・軽量で装着の負担が軽減されました。気になる症状がありましたら、お気軽に担当

医にご相談ください。 

医療療養病棟レクリエーション 

療養病棟入院中の患者さんに向け、歌・演奏などのボランティアのご協力をお願いしております。 

ご興味のある方は医療福祉相談連携室までお問い合わせください。 

千住の音楽活動家 

萩原守男さん 

未来のフラガール 

箭内春香さん 


